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10
月
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
か

れ
た「
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締

約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）」は
30
日
、

「
名
古
屋
議
定
書
」の
採
択
を
も
っ
て

閉
会
し
ま
し
た
。議
定
書
に
は
、植
物

や
微
生
物
の
遺
伝
資
源
の
利
益
を
、

原
産
国
に
も
公
平
に
配
分
す
る
こ
と

な
ど
が
定
め
ら
れ
た
ほ
か
、全
参
加
国

は
２
０
１
０
年
以
降
の
世
界
目
標「
愛

知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」に
合
意
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
26
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
生
物

多
様
性
条
約（
C
B
D
）事
務
局
と
の

共
催
で
、「
開
発
協
力
に
お
け
る
生
物

多
様
性
に
関
す
る
名
古
屋
ハ
イ
レ
ベ
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
。70
の
国
際
機

関
や
各
国
の
援
助
機
関
の
代
表
者
が

集
結
し
ま
し
た
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、生
物
多
様
性
保
全
を
開
発
協
力

に
主
流
化
さ
せ
る
た
め
の「
開
発
協
力

に
お
け
る
名
古
屋
宣
言
」が
採
択
。

「
生
物
多
様
性
の
国
家
戦
略
の
重
要

性
を
高
め
、活
用
す
る
こ
と
」「
先
住

民
や
現
地
の
人
々
に
対
す
る
配
慮
や

伝
統
的
な
暮
ら
し
に
敬
意
を
示
す
こ

01

と
」「
環
境
に
配
慮
し
た
政
策
決
定
が

必
要
で
あ
る
こ
と
」な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、２
つ
の
サ

イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。25

日
に
行
わ
れ
た「
ア
フ
リ
カ
に
学
ぶ
自

然
と
の
共
生
」で
は
、各
国
か
ら
約
80

人
の
関
係
者
が
参
加
。エ
チ
オ
ピ
ア
・

オ
ロ
ミ
ア
州
森
林
公
社
の
ギ
ル
マ・ア
メ

ン
テ
総
裁
が
、生
態
系
や
環
境
に
配
慮

し
た
コ
ー
ヒ
ー
生
産
に
よ
り
農
家
の
収

入
を
向
上
さ
せ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
に

つ
い
て
発
表
。
生
物
多
様
性
保
全
と

経
済
成
長
の
両
立
の
可
能
性
を
示
し

ま
し
た
。ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
、ア
フ
リ
カ

で
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
え
て
い

く
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

27
日
に
は「
貧
困
削
減
と
生
物
多

様
性
」を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

基
調
講
演
を
行
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
政
府

科
学
顧
問（
元
国
連
大
学
高
等
研
究

所
長
）の
ザ
ク
リ
・ア
ブ
ド
ゥ
ル・ハ
ミ
ド

博
士
は
、生
物
多
様
性
を
経
済
的
に

評
価
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
。

「
生
物
多
様
性
の
保
全
活
動
に
経
済

的
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
で
貧
困
削

減
は
実
現
で
き
る
」と
話
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、中
南
米

の
国
際
機
関
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
そ
れ
ぞ

れ
が
、生
物
多
様
性
の
保
全
活
動
に
つ

い
て
報
告
。そ
の
後
、多
く
の
参
加
者

か
ら「
生
物
多
様
性
保
全
の
カ
ギ
は
、

地
元
住
民
に
経
済
的
な
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
」と
い
う
声
が
上
が
る
中

で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、国
際
機
関
や
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
る
課
題
解
決

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

10
月
16
・
17
日
に
福
岡
県
北
九
州

市
で「
北
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

２
０
１
０
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。約

10
万
人
が
足
を
運
ん
だ
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、環
境
問
題
に
取
り
組
む
市
民
団

体
や
企
業
な
ど
が
、自
分
た
ち
の
活

動
内
容
を
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
も
の
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
ブ
ー
ス

を
出
展
し
、途
上
国
の
森
林
保
全
や

大
気
汚
染
対
策
な
ど
を
来
場
者
に
伝

え
ま
し
た
。

　

ま
た
23
・
24
日
に
は
、中
部
地
域
最

大
の
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト「
ワ
ー
ル
ド
・

コ
ラ
ボ
・フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」が
愛
知

県
名
古
屋
市
で
開
か
れ
、約
９
万
人

が
来
場
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
生
物
多
様
性

保
全
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
国
際
協
力
イ
ベ
ン
ト
で

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
や
青
年
海
外
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
・
O
G
が
協
力
し
て「
な
ん
と

か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
ア
ピ

ー
ル
。ワ
ー
ル
ド
・コ
ラ
ボ
・フ
ェ
ス
タ
の

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
著
名
人
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
タ
レ
ン

ト
の
原
田
さ
と
み
さ
ん
や
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
空
木
マ
イ
カ
さ
ん
ら

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

COP10で、生物多様性と経済成長を考えるイベント開催

02

ハイレベルフォーラムで「民間企業やNGOとさらなる
連携を図っていきたい」と話した大島賢三・JICA副理
事長（中央）

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」のサ
ポーター登録を行う来場者

「なんとかしなきゃ！ プロジェクト」をアピール

　

11
月
１
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
実
施
す
る「
地
方
に
お
け
る
障
が

い
者
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
形

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、「
国
際
ユ
ニ
ヴ
ァ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
議
会（
Ｉ
Ａ
Ｕ
Ｄ
）

ア
ウ
ォ
ー
ド
２
０
１
０
」の「
大
賞
」に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、障
が
い
、年
齢
、人
種
な

ど
に
関
係
な
く
、誰
も
が
快
適
に
利

用
で
き
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

設
計
す
る〝
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
Ｕ
Ｄ
）〞の
普
及
・
拡
大
に
貢
献
し
た

活
動
を
表
す
る
も
の
。Ｕ
Ｄ
と
い
う
考

え
方
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
Ｕ
Ｄ
を
広
め
る
上

で
の
第
一
歩
だ
と
し
て
評
価
さ
れ
、受

賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

国
際
Ｕ
Ｄ
会
議
の
会
場（
静
岡
県

浜
松
市
）で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

６
人
が
出
席
。
国
家
障
が
い
者
協
議

会
の
ミ
エ
ラ
・
セ
デ
ニ
オ
さ
ん
は
、「
こ

の
賞
の
受
賞
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
の
さ
ら
な
る
協
力
が
期
待
さ
れ
る
。

今
後
も
自
信
を
持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。

03JICAのプロジェクトが「IAUDアウォード2010」大賞を受賞

栄えある大賞に選ばれ、賞状を受け
取るフィリピンのプロジェクト関係者




